
今後の検討の進め方について 

 

＜令和６年＞   

８月   第１回検討委員会 ○情報の共有を図る。  

検討経過を振り返り 

新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方 

現状と推計（児童生徒数、人口、少子高齢化、学校施設 等）  

 

９～11月 みらいの学校づくり意見交換会（保育園、小・中学校、地区公民館） 

 

12～１月  第２回検討委員会 ○現状を知る。 

児童生徒数、学級編成状況の振返り 

意見交換会で出された意見 

文部科学省の「適正規模・適正配置」の基準 

保護者アンケートの概要 

 

＜令和７年＞ 

１～２月 保護者アンケートの実施 

 

３～５月  第３～５回検討委員会 ○課題を整理する。対策を検討する。  

児童生徒数の減少等による課題の確認 

保護者アンケート結果の共有 

10年～15年後を見据えた課題の整理 

 

６～８月  地区・保護者説明会（協議経過・中間まとめ） 

 

９～12月   第６～８回検討委員会 ○「みらいの学校構想（案）」を考える。  

 

＜令和８年＞ 

１～２月  総合教育会議、議員研修会、パブリックコメント 

 

３月    第９回検討委員会  ○「みらいの学校構想」を教育長に答申する。  
 

＜イメージ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 10 

検討委員会で検討 

「上山市みらいの学校構想」の策定・答申 

少子高齢化 

児童生徒の減少 

 

学校施設の老朽化 

適正な学校・学級規模 

 

魅力ある学校づくり 

時代に対応した教育環境 

 

 

市民アンケート 

意見交換会・ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ 

 


